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感染症危機におけるリスクコミュニケーションに関する研究等業務

意識調査（アンケート）結果 まとめ
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意識調査（アンケート）の実施概要

 調査方法：Weｂアンケート

 サンプルサイズ：３,０39※

※株式会社三菱総合研究所の3万人定点アンケートパネル「生活者市場予測システム（mif）」を利用。サンプル

が不足したセルについては、mifパネル以外から追加で回収（mifパネル以外： 238サンプル）。

※本アンケート調査は国内在住者向けの日本語によるインターネット調査であり、日本語の読解に支障がなく、

インターネットを利用可能な方を対象としている点に留意する必要がある。

 割付：性、年代、地域での均等割り付け

性別（２）（男性、女性）※ ※【性別：答えたくない】は別途割り付けており、15サンプルを回収

年代（７）（10代（16歳以上）、20代、30代、40代、50代・60代・70代（89歳まで）

地域（8）（北海道、東北、関東、北陸信越・中部、近畿、中国、四国、九州・沖縄）

 実査実施：１２月20日～24日
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アンケート聴取項目一覧

属性設問

DB1 性別

DB2 年齢

DB3 居住都道府県

DB4 職業

DB5 業種

DB6 婚姻状態

ア 感染症危機に対する認識について

Q1 感染経験 新型コロナウイルス感染症にかかったことがありますか

Q1a1 感染した際の症状 新型コロナウィルスに感染した際の症状はどれにあたりますか

Q2
感染症危機に対する意識の変
化

新型コロナウイルス感染症の感染拡大以前に比べて、あなたの、感染症危機に対する危機
意識は変わりましたか

Q3
コロナ禍の感染症に関する情報
収集

コロナ禍において、どのような情報媒体を通して感染症に関する情報収集をしましたか

Q4 コロナ禍で重視した情報源 コロナ禍において、自分がどのように行動すべきかなど物事を判断する際に、重視した情
報源はどれですか

Q5 情報の真偽の確認方法 新型コロナウイルスに関する情報に関して、情報の真偽を調べる際にどのようにして確か
めましたか

Q6 コロナ禍において必要な情報 コロナ禍においてどのような情報が必要だと感じましたか

Q6a1 必要な情報の充足度 コロナ禍において必要だと感じた情報について、十分に情報を得られましたか
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アンケート聴取項目一覧（続き）

Q7 corona.go.jp等からの有用な
情報

コロナ禍において、政府の新型コロナウイルス感染症対策ポータルサイト
（corona.go.jp）や新型コロナウイルス等感染症対策推進室のSNSを通じて、以下
の情報を提供していましたが、有用な情報はありましたか

Q8 corona.go.jp等で有用な情報
が得られないと感じた理由

有用な情報が得られないと感じた理由はどのようなものでしょうか

Q9 コロナ禍における情報収集困難
者

コロナ禍において、あなたの周りに感染症に関する情報収集で困っている人はいまし
たか

Q10 感染症に関する情報収集で困っ
ていたこと

困っている人はどのようなことに困っていましたか

イ 新たな感染症危機への対策等について

Q11 感染症危機認識を深めるために
有効と考える対策

感染症危機に対する認識を深めるためには、どのような対策が有効だと思いますか

Q12 内閣感染症危機管理統括庁の認
知度

2023年9月、わが国の感染症危機管理対策の司令塔機能として、内閣感染症危機
管理統括庁が設置されました。あなたは、統括庁について知っていますか

Q13 感染症に備えた行動 感染症に備えて、どのようなことをしておこうと思いますか

Q14 普段利用している情報媒体 普段、情報収集している情報媒体はどのようなものですか

Q15 普段の身近な情報への関わり方 普段の身近な情報への関わり方について教えてください

ウ 全体に関する自由な意見

Q16 全体に関する自由な意見 これまでの新型コロナウイルス感染症について、またこれからの感染症危機全体につ
いて、ご自由に意見をお書き下さい
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Q3.コロナ禍において、どのような情報媒体を通して感染症に関する

情報収集をしましたか。(MA)：回答のパターン分析

（２）調査結果 ア 感染症危機に対する意識について

 Q3の回答結果について因子分析注1を行うと、回答傾向に共通性がある選択肢（情報媒体）のグ

ループとして次の６グループが抽出される。

 各グループの選択肢の何れかを回答している割合と、各グループの選択肢の何れかを回答しその

他のグループは回答していない回答の割合を示す。

SNS系

・Youtube

・Facebook

・Instagram

・LINE

テレビ・新聞系

・NHK

・民放テレビ

・新聞（web含む）

家族・知人系

・家族

・友人、知人、職場
同僚

・学校の先生

機関系

・地方自治体

・町内会

・医者や医療機関

・海外報道機関

ネット系

・note

・動画配信サービス

・５ちゃんねる等の
掲示板

・Wikipedia

・雑誌（web含む）

検索サイト系

・Yahoo!

・Google

※共通性が低いX（旧Twitter）、ニュースアプリ、その他のウ ェブサイト、ラジオは除いている

回答割合31.0%

(これのみ6.8%)

回答割合63.4%

(これのみ13.4%)

回答割合35.2%

(これのみ1.8%)

回答割合32.6%

(これのみ1.3%)

回答割合9.8%

(これのみ0.1%)

回答割合40.4%

(これのみ3.2%)

 SNS系とテレビ・新聞系のグループはそのグループ内の選択肢しか選択していないものが、それ

ぞれのグループで2割程度を占めるため、情報提供や広報の観点で、情報媒体をどちらかに限る

と訴求できないセグメントが出来てしまう点に留意が必要である。

注１：因子分析は変数（選択肢）間の関連性に注目し、その背後にある共通因子を見つけ出す手法。今回は因子の推定＝最尤法、プロマッ

クス 回転を用い、各因子の因子負荷量が0.3以上となる選択肢をグループ化した。





































Copyright © Mitsubishi Research Institute 33

Q16.最後に、これまでの新型コロナウイルス感染症について、またこれからの感

染症危機全体について、ご自由に意見をお書き下さい。

（２）調査結果 ウ 全体に関する自由な意見

●Q16の自由記述の回答（1936件※ ）を分類し集計した結果は以下になる。「感染症対

策についての意見や要望」が最も多く485件、次いで「情報関連」（393件）、「感染症に対

する意識・感想」（367件）の順であった。※特になし等の回答は除く。複数の分類に該当する回

答も含まれている。

分類１ 分類２ 回答数 回答割合(%) 平均回答文字数

感染症対策についての意見や
要望

政府の対策への意見・要望 268 485 13.8 25.1 43文字

個人の対策の意見や心がけ 217 11.2 32文字

情報関連 － 393 20.3 37文字

感染症に対する意識・感想 自己について 336 367 17.4 19.0 29文字

他者について 31 1.６ 32文字

マスクについて － 202 10.4 39文字

感染症に対する考え ネガティブ 157 200 8.1 10.3 22文字

ポジティブ 43 2.2 27文字

ワクチン・特効薬について － 165 8.5 36文字

コロナウイルス対応についての
評価

不十分 91 133 4.7 6.9 46文字

過剰 42 2.2 27文字

その他 － 152 7.9 18文字
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参考資料：調査票





Copyright © Mitsubishi Research Institute 36

参考資料：調査票
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参考資料：調査票
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参考資料：調査票
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参考資料：調査票
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参考資料：調査票

※ ※新型コロナウィルス等感染症対策推進室

の誤植
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参考資料：調査票
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参考資料：調査票




